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のうしゃだい
農業者大学校広報誌
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農業者大学校本館 ホール・ギャラリー

特集

在校生紹介

研究開発最前線

卒業生紹介

創刊記念インタビュー

大沼 雄司さん（第 41 期生）

前田 法子さん（第 42 期生）

中央農業総合研究センター

坂井 涼子さん（新潟県 新潟市・同窓会会長）

校内トピックス
思い出を胸に多摩校舎最後の卒業生が巣立ち

我が豊饒祭は永久に不滅です！ など



農
者
大
の
「
現
在
」

佐
々
木
義
之
校
長
が
語
る「

現
在
」

「
現
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」

「
現
在
」

「
現
在
」
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現
在
」

「
現
在
」

「
現
在
」

「
現
在
」

い

　ま

創 刊 記 念

インタビュー

新
た
な
教
育
課
程
で
の

農
業
者
大
学
校
の
教
育

―
―

―

ま
ず
始
め
に
、
農
業
者
大

学
校
広
報
誌
『
の
う
し
ゃ
だ
い
』

を
創
刊
す
る
に
至
っ
た
理
由
を
聞

か
せ
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

農
業
者
大
学
校
は
職
員

数
二
十
名
足
ら
ず
の
小
さ
な
組
織

で
す
が
、
多
く
の
皆
様
の
力
に
支

え
ら
れ
て
、
特
色
あ
る
教
育
を
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
講
義
に
つ
い
て
は
、
大
学
の

先
生
や
研
究
者
、
各
界
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
の
方
な
ど
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
校
の
教
育
活

動
に
賛
同
頂
い
た
各
界
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
は

「
教
育

応
援
団
」
に
な
っ
て
頂
い
て
お
り
、

特
別
講
義
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
四
十
年
に

わ
た
る
本
校
卒
業
生
や
、
本
校
と

連
携
協
定
を
結
ん
で
頂
い
て
い
る
日

本
農
業
法
人
協
会
の
会
員
の
皆
様

に
は
、
実
践
に
基
づ
い
た
講
義
の
実

施
や
学
生
の
派
遣
実
習
の
受
け
入

れ
、
さ
ら
に
は
、
就
農
に
当
た
っ

て
の
支
援
な
ど
、
幅
広
い
ご
支
援

を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

『
の
う
し
ゃ
だ
い
』
は
、
こ
の
よ
う

に
本
校
の
教
育
を
支
え
て
頂
い
て
い

る
皆
様
に
、
本
校
の
動
向
や
活
動

を
よ
り
深
く
知
っ
て
頂
き
た
い
と
考

え
、
創
刊
し
た
も
の
で
す
。

―
―

―

昨
年
は
、
新
教
育
課
程
で

の
最
初
の
１
年
だ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
特
に
留
意
さ
れ
た
の
は
、
ど

の
よ
う
な
点
で
し
た
か
。

佐
々
木　

新
教
育
課
程
に
な
っ
て
大

き
く
変
わ
っ
た
点
と
し
て
、
入
学
し

て
く
る
学
生
が
非
常
に
多
様
化
し

た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
学

生
の
経
歴
を
見
る
と
、
農
業
高
校

や
道
府
県
農
業
大
学
校
を
卒
業
し

た
農
業
経
験
の
豊
富
な
学
生
が
い

る
か
と
思
え
ば
、
農
学
系
以
外
の

学
部
の
大
学
卒
業
者
も
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に

入
学
し
て
く
る
学
生
が
い
る
一
方

で
、
色
々
な
分
野
で
社
会
経
験
を

積
ん
で
か
ら
来
る
学
生
も
い
ま
す
。

年
齢
的
に
も
、
下
は
十
九
歳
か
ら

上
は
三
十
九
歳
ま
で
、
実
に
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
様
な
経
歴

・

年
齢
の
学
生
が
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
に
よ
る

教
育
上
の
効
果
に

は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
、
こ
う

し
た
多
様
性
の
裏
返

し
で
あ
る
学
生
間
の
ば
ら

つ
き
に
、
学
校
側
が
き
ち
ん
と
対

応
で
き
る
か
、
こ
こ
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
生
の
経
歴
に
応
じ

た
選
択
制
の
科
目
設
定
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
農
業
経
験
の
少
な

い
学
生
を
対
象
と
し
た
農
作
業
実

習
の
実
施
と
か
、
文
系
学
部
を
卒

　

農
業
者
大
学
校
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
活
動
の
本
拠
と
し
て
き

た
東
京
都
多
摩
市
か
ら
、
昨
年
、
食
料
・
農
業
・
農
村
に
関
す
る

試
験
研
究
機
関
が
集
中
的
に
立
地
す
る
「
つ
く
ば
農
林
研
究
団
地

（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
」
に
移
転
し
、
新
た
な
教
育
課
程
の
下
で
農

業
者
教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

新
課
程
に
移
行
後
１
年
余
り
経
過
し
た
本
校
の
現
在
の
様
子
に

つ
い
て
、
佐
々
木
校
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

大
学
校
の
広
報
誌
を

い
ま
創
刊
す
る
理
由

２
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農業者大学校 校長

佐々木　義之
Yoshiyuki Sasaki

1942 年 徳島県生まれ

1965 年 京都大学農学部農学科卒

1970 年 同大大学院農学研究科博

　　　　 士課程修了

1989 年 同大教授

2006 年 定年退職　同大名誉教授

2008 年 農業者大学校校長に就任

専攻は家畜育種学

業
し
て
い
る
学
生
に
対
す
る
化
学
と

か
生
物
学
の
講
義
の
開
講
と
い
っ
た

点
で
す
。

―
―

―

新
教
育
課
程
で
の
、
農
業

者
大
学
校
の
教
育
の
特
色
に
つ
い

て
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

本
校
は
、
創
設
以
来
、

自
学
自
習
を
建
学
の
精
神
と
し
、

幅
広
い
視
野
か
ら
農
業
と
農
村
を

考
え
、
地
域
で
行
動
で
き
る
農
業

者
を
育
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

点
は
新
教
育
課
程
に
お
い
て
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
入
学
後
三
カ
月
間
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
後
、
全

国
各
地
で
先
進
的
経
営
を
展
開
し

て
い
る
農
業
者

・
農
業
法
人
の
下

に
入
り
込
ん
で
四
カ
月
間
の
先
進

経
営
体
等
派
遣
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
講
義
に
つ
い
て
は
、

先
端
的
な
農
業
技
術
を
は
じ
め
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
、
食
の
安
全

・
安

心
、
環
境
保
全
型
農
業

・
有
機
農

業
、
消
費
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

農
村
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
農

業
経
営
に
求
め
ら
れ
る
今
日
的
課

題
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
べ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
は
、
我
が
国
最
大

の
農
業
関
係
研
究
機
関
で
あ
る
独

立
行
政
法
人
農
業

・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構

（
農
研
機
構
）

が
運
営
す
る
学
校
で
、
そ
の
多
く

の
研
究
機
関
が
近
隣
に
立
地
す
る

と
い
う
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
利
点
を
活
か
し

て
、
二
年
生
で
は
、
農
研
機
構
の

研
究
チ
ー
ム
へ
の
派
遣
実
習
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
習
を
通

じ
て
、
学
生
は
、
研
究
機
関
で
開

発
さ
れ
た
先
端
的
な
技
術
や
経
営

管
理
手
法
と
そ
の
経
営
へ
の
活
用
に

つ
い
て
学
び
、
科
学
的
な
も
の
の
見

方

・
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
知

り
合
っ
た
第
一
線
の
研
究
者
と
は
、

卒
業
後
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
間

柄
に
な
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
人
脈

は
、
農
業
者
に
と
っ
て
、
ま
さ
に

生
涯
の
宝
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
校
で
は
、
講
義

と
実
習
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ら

を
演
習
で
結
び
な
が
ら
、
卒
業
後

の
就
農
に
向
け
た
一
貫
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

―
―

―

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
農

業
者
大
学
校
の
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
、
抱
負
を
伺
い
ま
す
。

佐
々
木　

来
年
の
春
に
は
、
新
課

程
最
初
の
学
生
で
あ
る
第
四
十
一

期
生
が
卒
業
し
て
い
き
ま
す
が
、

そ
の
半
分
以
上
が
非
農
家
出
身
で

す
。
ま
ず
は
、
こ
の
第
四
十
一
期

生
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
応
じ
、

独
立
就
農
や
農
業
法
人
へ
の
就
職

等
の
道
に
確
実
に
導
く
べ
く
全
力
を

注
ぎ
ま
す
。
本
校
で
は
、
円
滑
な

就
農
が
で
き
る
よ
う
、
就
農
支
援

に
関
す
る
専
門
の
職
員
を
置
い
て
、

全
国
の
就
農
支
援
機
関
や
受
け
入

れ
市
町
村
な
ど
と
の
連
絡
調
整
を

行
い
、
就
農
先
と
学
生
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
全

国
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
に
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
お
願
い
し
、
学
生
の
相

談
に
乗
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
就
農
後
の
地
域
へ
の
定
着
の
支

援
も
含
め
、
卒
業
生
と
の
継
続
的

な
連
携
の
強
化
も
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
、
現
役
の
農

業
者
を
対
象
と
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム

「
専
修
科
」
の
コ
ー
ス

も
開
講
し
て
い
ま
す
が
、
農
業
者

の
生
涯
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割

を
も
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
者
教
育
に
つ
い
て

は
、
本
校
の
み
な
ら
ず
、
道
府
県

農
業
大
学
校
等
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
あ
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
若
い
農
業
の
担
い
手
の
育
成
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

農
業
者
教
育
に
携
わ
る
学
校
同
士

の
連
携

・
交
流
に
も
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
者
大
学
校
の

今
後
の
展
開

△ 農作業実習のようす

△ 道府県農大等との連携を促進するための会議のようす

　 （平成 20 年 10 月　農業者大学校にて）
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筑波山ハイキングで

気分もリフレッシュ

筑波山ハイキングで

気分もリフレッシュ

　６月１日、農業者大学校の創立記念日に筑波山ハイキ

ングを行いました。朝、２台のバスに分乗して農業者大

学校を出発。通勤の混雑も治まった頃で特に渋滞もせず、

予定どおり 10 時前に筑波山神社前の駐車場に到着しま

した。前日までの雨のため登山道はぬかるんでおり、滑

らないように慎重に足元を確認しながら、ゆっくり２時

間半ほどかけて山頂まで登りました。

　下山すると今度は、下妻市にあるグリーンツーリズム

施設「ビアスパークしもつま」に行き、学生は思い思い

の時間を過ごしました。

　毎日授業に追われる学生にとっては、またとないリフ

レッシュの機会となったようです。

決意も新たに、いざ出陣！

　～ 先進経営体等派遣実習 ～

　１年生は、７月から 10 月までの４カ月間、先進経営

体等派遣実習に入ります。この実習は、全国各地で先進

的経営を展開している農業者・農業法人の下で行うもの

で、農家・農村に入り込んで先進的な農業技術、農業者

の経営感覚や価値観を学ぶことを目的としています。

　つくばの学生の実習は今年で２回目を迎えますが、今

年は、事前の決意表明に加えて、昨年実習を経験した２

年生との意見交換を行い、準備万端整えてそれぞれの派

遣先へ向かいました。決意表明では、各学生は約５分間

の持ち時間でプレゼンテーションを行い、実習先の概要

説明や実習への意気込みを発表しました。　

我が豊饒祭は

永久に不滅です！

我が豊饒祭は

永久に不滅です！

　農業者大学校では、第３期生以来 38 年間にわたり「豊

饒祭」（全国の卒業生などが提供する農産物の販売等を

主な内容とする学園祭）を開催してきました。

　今年３月の多摩校舎廃止に伴い、豊饒祭もその歴史に

幕を下ろすのではないかと、一時は心配しました。しか

し、「多摩の伝統を途絶えさせてはいけない」という学

生の強い熱意により、今年以降も、つくば校舎で実施す

ることになりました。

　今年は 11 月 22 日（日）に実施することが決まって

おり、多摩での最後の豊饒祭を経験している第 41 期生

（現２年生）を中心に企画を練ることになっています。

　どうか思い出に残る祭りになってくれますよう。

　６月１日、農業者大学校の創立記念日に筑波山ハイキ
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△  登山に汗を流す学生

△  昨年の豊饒祭のようす（多摩校舎にて）
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　１年生は、７月から 10 月までの４カ月間、先進経営

体等派遣実習に入ります。この実習は、全国各地で先進

的経営を展開している農業者・農業法人の下で行うもの

で、農家・農村に入り込んで先進的な農業技術、農業者

の経営感覚や価値観を学ぶことを目的としています。

　つくばの学生の実習は今年で２回目を迎えますが、今

年は、事前の決意表明に加えて、昨年実習を経験した２

年生との意見交換を行い、準備万端整えてそれぞれの派

遣先へ向かいました。決意表明では、各学生は約５分間

の持ち時間でプレゼンテーションを行い、実習先の概要

説明や実習への意気込みを発表しました。　△  先進経営体等派遣実習に向けた決意表明のようす
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思い出を胸に巣立ち

　３月４日、農業者大学校（多摩校舎）では、平成 20

年度の卒業式が挙行されました。当日は生憎の雨模様の

天気で、今回が多摩校舎での最後の卒業式となることを、

空も悲しんでいるかのようでした。式典には、つくば校

舎から第 41 期生や職員が参加したほか、ＯＢとしては

第37期生が全国から駆けつけてくれました。式典では、

多摩で長く英語の講師をお願いした黒川先生のピアノ演

奏に合わせて校歌斉唱が行われ、第 39 期生（卒業生）

と第 41 期生（在校生）が力強い歌声を響かせていまし

た。

第 42 期生 31 名が

希望に燃えて入学

第 42 期生 31 名が

　４月８日、農業者大学校では、桜の祝福の中で入学式

が執り行われ、第 42 期生 31 名が入学しました。緊張

と昂揚に包まれた学生の初々しい様子を見ていると、こ

ちらまで微笑ましい気持ちになります。第 42 期生の年

齢や経歴はバラエティーに富んでいますが、農業者にな

りたいという思いは一つです。

　式典では、農研機構の堀江武理事長が、「今はきれい

に咲いている農林研究団地の桜並木も、団地ができた３

０数年前には貧弱な木でした。それが現在では大木とな

り堂々と花を咲かせています。農者大の学生も、30 年

後には、堂々とした、全国に名が知れる農業者になって

下さい。」と挨拶をしました。

第 42 期生 31 名が

り堂々と花を咲かせています。農者大の学生も、30 年

後には、堂々とした、全国に名が知れる農業者になって

△  卒業式で校歌を斉唱する第 39 期生

△  入学式で挨拶に立つ堀江理事長

　３月４日、農業者大学校（多摩校舎）では、平成 20

年度の卒業式が挙行されました。当日は生憎の雨模様の

天気で、今回が多摩校舎での最後の卒業式となることを、

空も悲しんでいるかのようでした。式典には、つくば校空も悲しんでいるかのようでした。式典には、つくば校空も悲しんでいるかのようでした。式典には、つくば校空も悲しんでいるかのようでした。式典には、つくば校空も悲しんでいるかのようでした。式典には、つくば校空も悲しんでいるかのようでした。式典には、つくば校

舎から第 41 期生や職員が参加したほか、ＯＢとしては

第37期生が全国から駆けつけてくれました。式典では、

多摩で長く英語の講師をお願いした黒川先生のピアノ演

奏に合わせて校歌斉唱が行われ、第 39 期生（卒業生）

と第 41 期生（在校生）が力強い歌声を響かせていまし

た。

△  卒業式で校歌を斉唱する第 39 期生
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△ 左から、上野、伊藤、福岡、原田、末永の各教育指導専門職



富田ファーム（北海道紋別郡興部町）［２人］

（有）夢がいっぱい牧場（北海道広尾郡大樹町）［1 人］

（有）トップリバー（長野県御代田町）［１人］

ヤギファーム（茨城県つくば市）［２人］

（有）ドリームファーム（富山県入善町）［１人］

高橋農園（千葉県富里市）［１人］

平田観光農園（広島県三次市）［１人］

（有）ドリームファームスズカ（三重県鈴鹿市）［１人］

信州がんこ村（長野県久穂町）［１人］

やさと農場（茨城県石岡市）［１人］

唐沢トマト工房（長野県箕輪町）［１人］

福島県農業総合センター畜産研究所
（福島県福島市）［１人］

和多農産（石川県能美市）［１人］

荒井農園（長野県須坂市）［1 人］

ムラカミシード（茨城県笠間市）［１人］

（有）ドリームズファーム（兵庫県神戸市）［１人］
鈴木農場（福島県郡山市）［１人］

農業組合法人サカタニ農産（富山県南砺市）［１人］

（株）ぶどうの木（石川県金沢市）［１人］

コンドウ農園（愛知県東郷町）［１人］

皆口和寛氏農場（石川県珠洲市）［１人］

石原果樹園（岡山県岡山市）［１人］

谷口農場（北海道旭川市）［１人］

ＩLOVE ファーム日胆（北海道勇払郡むかわ町）［1 人］

高橋ファーム（北海道幌泉郡えりも町）［１人］

いちごの国ゾーナ（宮城県刈田郡蔵王町）［１人］

橋浦義博氏農場（宮城県石巻市）［１人］

（株）照沼勝一商店（茨城県東海村）［１人］

三上光一氏農場（栃木県下都賀郡壬生町）［１人］

ファーマーズクラブ赤とんぼ（山形県東置賜郡高畠町）［2 人］

渡辺農園（茨城県結城市）［１人］

林農園（千葉県佐倉市）［１人］

第 42 期生 先進経営体等派遣実習 派遣先一覧

７

研究開発
農研機構の新技術を分かりやすく紹介

　農研機構（東北農研、中央農研）では、キャベツ・

ハクサイ栽培前のうね立て作業時に苗を移植する位置

付近の土壌に肥料や農薬を攪拌しながら帯状に施用す

る「うね内部分施用技術」を開発しました。この技術

の導入により、施肥及び農薬の効果を保ちつつ、肥料

を慣行の７０～５０％に、根こぶ病防除用の農薬を約

３分の１に大幅に削減できることを明らかにしてきま

した。

　また、農業機械メーカーと共同で「うね内部分施用機」

の開発を行い、全国各地で現地実証試験を進めてきて

おり、既に、市販もされています。

　本技術は、生産資材の価格高騰が大きな問題となる

中で、コスト低減を図るとともに、これらの資材によ

る環境負荷を低減する技術として注目されており、今

後、他の野菜への応用などを通じて、普及を進めて行

きたいと考えています。

最前線研究開発最前線最前線最前線最前線最前線最前線研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発
農研機構の新技術を分かりやすく紹介農研機構の新技術を分かりやすく紹介農研機構の新技術を分かりやすく紹介農研機構の新技術を分かりやすく紹介 最前線最前線最前線最前線最前線最前線農研機構の新技術を分かりやすく紹介農研機構の新技術を分かりやすく紹介
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農研機構の新技術を分かりやすく紹介農研機構の新技術を分かりやすく紹介

研究開発研究開発研究開発最前線最前線最前線最前線最前線最前線最前線研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発最前線最前線最前線研究開発研究開発最前線最前線最前線最前線最前線最前線最前線研究開発
農研機構の新技術を分かりやすく紹介
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「うね内部分施用技術」

中央農業総合研究センター

　高度作業システム研究チーム 上席研究員 屋代  幹雄



農業者大学校

〒305-8523

茨城県つくば市観音台 2-1-12

TEL 029-838-1025

http://farmers-ac.naro.affrc.go.jp/
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日

時
＝
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十

一
日

(

土

) 　

▽
場
所
＝
せ
ん
だ
い

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
・
オ
ー
プ
ン
ス
ク

エ
ア　

◆
東
京　

▽
日
時
＝
平
成
二

十
一
年
十
一
月
三
日

(

祝

) 　

▽

場
所
＝
中
央
区
立
産
業
会
館

・
２

Ｆ
展
示
室　

◆
東
京
（
フ
ェ
ス
タ
）

　

▽
日
時
＝
平
成
二
十
一
年
十
二

月
六
日

(

日

) 　

▽
場
所
＝
池
袋

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
噴
水
広
場

◆
大
阪　

▽
日
時
＝
平
成
二
十
一

年
八
月
一
日(

土)

一
三
時
三
〇

分
～　

▽
場
所
＝
エ
ル
お
お
さ
か
七

〇
九
号
会
議
室　

◆
名
城
大
学　

▽
日
時
＝
平
成
二
十
一
年
十
月

三
日

(

土

)

一
三
時
三
〇
分
～　

▽
場
所
＝
名
城
大
学　

◆
明
治
大

学　

▽
日
時
＝
平
成
二
十
一
年
十

月
二
十
四
日(

土)

一
三
時
三
〇

分
～　

▽
場
所
＝
明
治
大
学

　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
及
び
十

二
月
に
、
東
北
地
域
及
び
中
国

四
国
地
域
で
開
催
し
ま
す
。
詳
細

は
農
業
者
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
農
業
者
大
学
校
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー　

▽
対
象
者
＝
道
府
県
農
業

大
学
校
の
学
生
等　

▽
日
時
＝
平

成
二
十
一
年
八
月
五
日(

水)

一

四
時
～
七
日

(

金

)

一
二
時　

▽

場
所
＝
農
業
者
大
学
校
等　

◆
教

育
を
考
え
る
農
業
大
学
校
等
担

当
者
会
議　

▽
対
象
者
＝
道
府
県

農
業
大
学
校
の
指
導
職
員
等　

▽

日
時
＝
平
成
二
十
一
年
十
月
二

十
七
日(

火)

一
四
時
～
二
十
八

日

(

水

)

一
二
時　

▽
場
所
＝
農

業
者
大
学
校
等

▽
日
時
＝
平
成
二
十
一
年
十
一

月
二
十
二
日

(

日

) 　

▽
場
所
＝

農
業
者
大
学
校

▽
日
時
＝
随
時

(

詳
し
く
は
農
業

者
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い) 　

▽
場
所
＝
農
業
者
大

学
校
等

農
業
を
語
る

若
者
の
集
い

農
業
者
大
学
校
が
贈
る

サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ

農
林
漁
業
こ
と
は
じ
め

２
０
０
９
へ
の
出
展

道
府
県
農
業
大
学
校
と
の

連
携
を
深
め
る
取
組

農
業
者
大
学
校
学
園
祭

「
豊
饒
祭
」

農
業
者
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

新
潟
で
一
年
中
、
小
松
菜
栽
培
を
し

て
い
る
３
７
期
生
の
坂
井
涼
子
で
す
。

　

こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
有
機
質

肥
料
た
っ
ぷ
り
の
フ
カ
フ
カ
の
土
で
小

松
菜
栽
培
を
し
て
い
る
父
の
背
中
を
見

な
が
ら
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
「
働

き
、
疲
れ
、
腹
が
減
り
、
眠
る
。
四
季

を
間
近
に
感
じ
な
が
ら
、
冬
は
太
り
夏

は
痩
せ
る
。
」
そ
ん
な
人
間
的
機
能
を

フ
ル
に
使
う
農
業
は
や
は
り
素
晴
ら
し

い
な
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
小
松
菜

ハ
ウ
ス
の
横
に
は
直
売
所
を
設
け
、
新

潟
の
新
鮮
な
地
元
農
産
物
を
元
気
に
通

年
販
売
し
て
い
ま
す
。
最
近
楽
し
い
と

坂
井 

涼
子 

さ
ん
（
同
窓
会
会
長
）

新
潟
県 

新
潟
市

農
業
３
年
生
、

 
ド
タ
バ
タ
奮
闘
中
！

農
業
３
年
生
、

卒業生紹介

思
う
こ
と
は
、
私
が
以
前
芸
能
界
に
い

た
繋
が
り
か
ら
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
タ

レ
ン
ト
や
、
か
っ
こ
い
い
農
業
の
服
を

作
り
た
い
と
い
う
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
野
菜

ス
イ
ー
ツ
を
作
る
パ
テ
ィ
シ
エ
、
ブ
ロ

グ
ク
イ
ー
ン
の
フ
ー
ド
ス
タ
イ
リ
ス

ト
・
・
・

ß
野
菜à

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
み

ん
な
の
力
を
集
結
す
る
とß

何
かà

で

き
そ
う
だ
よ
ね
！
」
と
い
う
期
待
に
胸

ふ
く
ら
ん
だ
若
い
女
子
を
集
め
た
「
野

菜
女
子
の
会
」
を
結
成
し
、
活
動
内
容

を
話
し
合
っ
て
い
る
時
が
今
、
一
番
楽

し
い
時
間
で
す
。G
o
o

ブ
ロ
グ
「
農

業
３
年
生
」
で
も
奮
闘
中
！


